
同志社大学英文学会 
2016年度年次大会および総会 

 
日時：2016年 10月 30日（日）12:30 ~ 17:30 
場所：同志社大学今出川校地	 明徳館１番教室・ラウンジ 
受付：12:30 ~ （明徳館ラウンジ入口） 
 
開会の辞（13:00~13:10） 会長	 斉藤延喜 
年次大会【明徳館１番教室】 
・ 研究発表１（13:10~13:40） 
	 	 Functions of Memory in Kazuo Ishiguro’s An Artist of the Floating World  
	 	 and The Remains of the Day 

                     同志社大学大学院 博士後期課程１年生	 葛 	   楠 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 司 会  金谷 益道 
・ 研究発表２（13:40~14:10） 
引用符付き自由間接話法について	 — Emma に関するケーススタディー 
                        京都大学大学院 博士後期課程 1年生 溝上 瑛梨 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  司 会 斉藤 延喜 
・ 研究発表３（14:10~14:40） 
	  協働学習の利点と限界：日本人学習者による英語冠詞学習 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 同志社大学大学院 博士後期課程１年生	 都竹 絢子 
    	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  司 会 田中 貴子 

------------------休憩（20分）ラウンジにて---------------- 
講演（15:00 ~ 16:30） 
	 英語教科書の伝統と新機軸：その活用法をめぐって 県立広島大学 馬本  勉  
    	 	 	 	 	 	 	 	 	       司 会 反田  任 
 
総会（16:30 ~ 17:30）【明徳館１番教室】 	   	 	 	 	 	   司 会 勝山貴之 
	 役員改選 
	 会計報告 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	                 
	 諸報告 
閉会の辞   	 	 	 	 	   大会準備委員長	 能登原祥之 
 



懇親会（18:00 ~ 20:00） 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 司会	 西納 春雄 
会場： french restaurant  will	 寒梅館 7階（京都市営地下鉄今出川駅 
	 	 	  ②番出口）Tel. 075-251-0200 
会費：非学生会員 6,000円	 学生会員 4,000円 
 
特別講演講者紹介 
 
馬本勉（うまもとつとむ） 
1964年生まれ。県立広島大学生命環境学部教授。学長補佐，総合教育センター
副センター長。日本英語教育史学会副会長。『外国語活動から始まる英語教育：

ことばへの気づきを中心として』（あいり出版, 2014年）。「明治期における
英語読本独習書の研究：森修一の独案内に見る英語学習の諸相」『日本英語教

育史研究』第 25号 pp.89-111。『英語教科書の歴史的研究』（辞游社, 2004年）。
『ルミナス和英辞典』（研究社, 2005年）。Vivid English Communication I, II, 
III（第一学習社, 2013-2015年）。広島大学大学院教育学研究科修了。 
博士（教育学）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


